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令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
29

日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
議
員
な
ど
か
ら
、
私
学
助
成

の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書
、
公
共

交
通
及
び
物
流
に
関
す
る
対
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
、
知
事
か
ら
、
令

和
６
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
補
正
予
算
、

茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
県
北
地
域
に
お
け
る
定

住
人
口
及
び
交
流
人
口
の
拡
大
、
看
護
職

員
の
確
保
、
不
妊
治
療
に
お
け
る
助
成
事

業
か
ら
医
療
保
険
適
用
へ
の
移
行
の
検
証

や
今
後
の
取
組
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
、

命
を
守
る
た
め
の
医
師
の
地
域
偏
在
の
解

消
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
２
～
３
面
）

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審

査
、
そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を

行
い
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
相
談
体
制
、
産
業
技
術
専
門
学

院
再
編
後
の
地
域
の
人
材
育
成
機
能
の
確

保
策
、
臓
器
移
植
を
所
管
す
る
組
織
の
在

り
方
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。（
４
面
）

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
閉
会
中
の
審

査
を
経
て
、
開
会
日
に
委
員
長
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
７
面
）

　

交
通
政
策
・
物
流
問
題
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
検
討
を
踏

ま
え
、
調
査
結
果
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
８
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、

人
事
、
認
定
、
報
告
、
意
見
書
、
請
願
な

ど
の
42
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、
同
意
、

認
定
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

2025年迎春迎春

茨
城
県
議
会
議
長　

西　

野　
　
　

一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
第
４
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第

１
１
７
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
職
責
の
重

大
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
苦
難
の
３
年
間
を
乗
り
越
え
、
社
会

経
済
活
動
は
活
性
化
い
た
し
ま
し
た
が
、
一
方
で
、

長
引
く
円
安
や
物
価
高
騰
が
県
民
生
活
や
地
域
経
済

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
物
価
上
昇
を
上

回
る
賃
金
上
昇
を
実
現
し
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環

が
確
実
に
回
り
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
へ
の
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
全
国
屈
指
の
農
業
県
と
し
て
、
食
料
の
安
定
供

給
を
担
う
本
県
農
業
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
健
・
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
充
実

や
少
子
化
対
策
の
取
り
組
み
な
ど
、
県
民
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
県
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

探
究
活
動
や
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
の
推
進
な
ど
、
魅

力
あ
る
人
づ
く
り
を
進
め
、
茨
城
の
将
来
を
担
う
人

財
の
育
成
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
議
長
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
県
民
一
人
一

人
の
声
を
真し
ん
し摯
に
受
け
止
め
、
地
域
の
声
を
県
政
に

反
映
し
、
県
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

公
正
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

魅
力
あ
る
人
づ
く
り
を
推
進
、

県
全
体
の
発
展
に
邁
進

県
民
誰
も
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
全
て
に
一
生
懸
命
に

茨
城
県
議
会
副
議
長  　

戸
井
田　

和　

之

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
第
４
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第
１
１
８

代
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
職
責
の
重
大
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
時
代
の
中
で
、
地
域
の
活
力
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
を
産
み
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
定
住

の
促
進
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ

け
、
県
内
外
を
結
ぶ
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
本
県
の
豊
か
な
風
土
や
農
産
物
、

古
き
良
き
文
化
や
伝
統
を
後
世
へ
と
つ
な
ぐ
祭
り
な

ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
県
民
誰
も
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
医
療
や
福
祉
、
治
安
、
防

災
な
ど
、
県
民
の
命
と
財
産
を
守
る
生
活
基
盤
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
防
犯
や
通
学

路
の
安
全
確
保
な
ど
を
強
化
し
、
犯
罪
や
交
通
事
故

の
起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
台

風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
災
害
か
ら
、
県
民
の
生
活

を
守
る
た
め
、
道
路
の
補
修
や
河
川
改
修
な
ど
に
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
議
会
に
お
い
て
は
、
一
人
一
人
の
声
を
県
政
に

反
映
で
き
る
よ
う
、
西
野
議
長
を
補
佐
し
、
公
正
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和６年第４回定例会の様子令和６年第４回定例会の様子 茨城県議会議事堂茨城県議会議事堂

第
４
回
定
例
会
の
概
要

https://x.com/ibarakikengikai

